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東日本大震災以降、天井の脱落対策が急速に進んでいます。国土交通省では、平成25年8月5日の官報で特定天

井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件(平成25年国土交通省告示第771号)が公布され、平成26

年4月より施行されました。

特定天井の構造方法（建築基準法施行令第3項9条2より抜粋）

天井材(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾛｯｸｳｰﾙその他の軟質な繊維状の材料から成る単位面積質量が4kg以下の天井板で、他の天井面

構成部材に適切に取り付けられているものを除く。)は、ﾎﾞﾙﾄ接合、ねじ接合その他これらに類する接合方法に

より相互に緊結すること。

吊り天井にﾌﾞﾚｰｽを設置して耐震補強を施しても、野縁が滑っては天井材の壁への衝突や天井脱落を完全には防

止出来ません。

ｻﾝﾕｰは「滑らないこと」「脱落しないこと」をｷｰﾜｰﾄﾞとして、【MCｸﾘｯﾌﾟ】を開発いたしました。

(特定天井対応)

現在市場にある耐震ｸﾘｯﾌﾟや滑り・脱落防止金具の多くは、通常のｸﾘｯﾌﾟに追加するﾀｲﾌﾟですが、【MCｸﾘｯﾌﾟ】は

通常のｸﾘｯﾌﾟに滑り・脱落防止用穴を設けている為、作業性・経済性に優れています。

滑り・脱落防止ｸﾘｯﾌﾟ【MCｸﾘｯﾌﾟ】を使用した耐震天井や耐風圧天井等をご紹介いたします。



　　　　MCｸﾘｯﾌﾟ耐震天井施工例    ｸﾘｱﾗﾝｽを設ける耐震天井

  国土交通省　公共建築工事標準仕様書(令和4年度)に基づく

H < 1,500

ＭＣｸﾘｯﾌﾟ　0.6㎜使用

H < 3,000

ＭＣｸﾘｯﾌﾟ　0.6㎜使用

P4 ☆1参照

P4　☆2参照

MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

ＭＣｸﾛｽ又は

MCｸﾛｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞ

MCﾌﾞﾚｰｽⅡ又は

MCﾌﾞﾚｰｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞ

MC125R

ﾋﾞｽ付きﾊﾝｶﾞｰ

ﾌﾞﾚｽﾊﾞｰ

MCSクリップ

0.6㎜
MCWｸﾘｯﾌﾟ

0.6㎜

C-50x30x10x1.4

ﾁｬﾝﾈﾙﾌﾘｰｸﾘｯﾌﾟ

ﾋﾞｽ付きﾊﾝｶﾞｰ

MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

MC125R

MCWｸﾘｯﾌﾟ

0.6㎜

MCSｸﾘｯﾌﾟ

0.6㎜

MCﾌﾞﾚｰｽⅡ又は

MCﾌﾞﾚｰｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞ

ＭＣｸﾛｽ又は

MCｸﾛｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞ

追加野縁受け
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同梱ねじ

同梱ねじ

MCSｸﾘｯﾌﾟ 0.6㎜

N N

N N

N N

MCWｸﾘｯﾌﾟ 0.6㎜

N N

N N

N N

MCSｸﾘｯﾌﾟ 0.8㎜

N N

N N

N N

MCWｸﾘｯﾌﾟ 0.8㎜

N N

N N

N N

※

損傷荷重

782
1,849
2,148

215
322

481

最大荷重 損傷荷重

最大荷重 損傷荷重

692

最大荷重

1,712
1,970 614

野縁方向

鉛直方向

最大荷重 損傷荷重

724
1,459
2,193

231
393
691

t0.6㎜ 12.8kg

特許第6001408号

表中の数値は左図のそれぞれ矢印の方向別に
加力試験を実施した結果、弱い方の数値を採
用したもの。

野縁受け方向

野縁方向

鉛直方向

鉛直方向

野縁方向

478 272
205

加力方向

野縁受け方向

野縁方向

鉛直方向

野縁受け方向

加力方向

野縁受け方向

加力方向

t0.8㎜ 18.6kg

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 1,000本

ﾄﾞﾘﾙねじ 1,000本

加力方向

特許第6001408号

材質　溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

材質　溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

【MCWｸﾘｯﾌﾟ】

【MCｸﾘｯﾌﾟの強度】

ｹｰｽ/500個入

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 500本

ﾄﾞﾘﾙねじ 500本

t0.8㎜ 15.8kg

　　　　MCｸﾘｯﾌﾟの取付方法及び強度

【取り付け方法】【MCSｸﾘｯﾌﾟ】

t0.6㎜ 15.2kg

ｹｰｽ/1,000個入

折り曲げてｸﾘｯﾌﾟを固定し野縁・野縁受け
双方にﾋﾞｽ止めする

599
1,583
1,448

323
192

内掛け

外掛け

野縁受け背面にﾋﾞｽ止め

(ﾄﾞﾘﾙねじ 4x13)
野縁受け

W野縁

内掛け

野縁受け方向

鉛直方向

野縁方向

外掛け

野縁受け方向

鉛直方向

野縁方向

野縁側面にﾋﾞｽ止め

(ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 4x13)
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※

MCSｸﾘｯﾌﾟ 0.6㎜ + MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

MCWｸﾘｯﾌﾟ 0.6㎜

MCSｸﾘｯﾌﾟ 0.8㎜

2,677
776

野縁方向

2,619
873

+ MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

+ MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

N

N

MCWｸﾘｯﾌﾟ 0.8㎜

表中の数値は左図のそれぞれ矢印の方向別に
加力試験を実施した結果、弱い方の数値を採
用したもの。

2,810
912

2,952
1,193

+ MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

損傷荷重 N N

加力方向 野縁受け方向 野縁方向

最大荷重 N

582 N

2,733

529 N許容耐力

加力方向

損傷荷重

野縁受け方向

2,773
794

最大荷重

加力方向 野縁受け方向 野縁方向

　　　　MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞによる補強

【MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ】 【取り付け方法】

ｹｰｽ/500個入 8kg

意匠登録第1546139号

材質　溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

【MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞの強度】

N

N

損傷荷重 N N

最大荷重 N N

883
許容耐力 517 N 588 N

最大荷重 N N

加力方向 野縁受け方向 野縁方向

2,9802,728

N 992 N

損傷荷重 N N1,488
許容耐力 563

844

N

許容耐力 608 N 795 N

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 4x13

ﾄﾞﾘﾙねじ 4x13

MCｸﾘｯﾌﾟが野縁側面にﾋﾞｽ止めしている反対側に

MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞを下図のようにﾋﾞｽ止めする

野縁:ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ4x13

野縁受け:ﾄﾞﾘﾙねじ4x13

野縁受け方向 野縁方向
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　①ﾌﾞﾚｰｽはXY方向それぞれにﾊﾞﾗﾝｽよく1組以上設置する。

　②ﾌﾞﾚｰｽ相互の離れは5ｍ程度以下とする。(1組のﾌﾞﾚｰｽが負担する面積の限界は25㎡とする。)

　③ﾌﾞﾚｰｽの角度が大きくなるとその効果が低下するので、ﾌﾞﾚｰｽの角度は60°以下とする。

　④天井のﾌﾄｺﾛが1500以上の場合は、水平補強材をX,Y方向に@1800で均等割に設ける。

　⑤水平地震力が加わったときの吊りﾎﾞﾙﾄ座屈防止の為、斜め補強はＶ字補強とする。

　⑥斜め補強材下端付近にあるｸﾘｯﾌﾟは、t1.6のMCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞにて補強する。

　（斜め補強材に伝わる荷重が野縁-ｸﾘｯﾌﾟに加わる為）

　　　　ﾌﾞﾚｰｽ補強設置要領及び諸資料

吊りボルト
@ 長さ

角度θ
軸力増加

係数

斜め補強材下端部付近にあるｸﾘｯﾌﾟは下図のようにMCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞで補強する。

追加野縁受けを設置する場合
(野縁受けに加わる水平力を分散させ、ﾌﾞﾚｰｽ設置数を減らす事が可能)

500 29 1.14
600 34 1.2
700 38

1100 51 1.58

1.27
800 42 1.34
900 45 1.41

900

1400 57 1.85
1500 59 1.94

1200 53 1.67
1300 55 1.76

1000 48 1.49

ブレース施工要領

追加野縁受けの設置

追加野縁受け：

可能な限り他の野縁受けと向きを

逆にして設置する事が望ましい

(野縁受けの弱軸強化)

ﾌﾞﾚｰｽ周辺の補強

MCｸﾘｯﾌﾟが野縁側面にﾋﾞｽ止めしている反対側にMCｸﾘｯﾌﾟ

ｶﾞｰﾄﾞを右図のようにﾋﾞｽ止めする

野縁への止め付けﾋﾞｽはﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ4x13を使用する事

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

4x13

ﾄﾞﾘﾙねじ 4x13

MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ
ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

4x13

【補強部詳細】

水平力 : P

引張荷重

P/2X軸力増加係数

ｸﾘｯﾌﾟの補強

ﾊﾝｶﾞｰの補強（ﾋﾞｽ止め）

圧縮荷重

P/2X軸力増加係数
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単位（㎡/組）

☆1

☆1はp1のMCｸﾘｯﾌﾟ耐震天井施工例（H<1,500）

単位（㎡/組）

 ⊏-40×20×1.6

 C-40×20×10×1.6

 C-45×30×10×1.4

 C-50×30×10×1.4

単位（㎡/組）

 ⊏-40×20×1.6

 C-40×20×10×1.6

 C-45×30×10×1.4

 C-50×30×10×1.4

単位（㎡/組）

 C-40×20×10×1.6

 C-45×30×10×1.4

単位（㎡/組）

 C-40×20×10×1.6

 C-45×30×10×1.4

☆2  C-50×30×10×1.4

☆2はp1のMCｸﾘｯﾌﾟ耐震天井施工例（H<3,000）

単位（㎡/組）

 C-40×20×10×1.6

 C-45×30×10×1.4

 C-50×30×10×1.4

 C-60×30×10×1.4

 C-60×30×10×2.3

単位（個/100㎡）

※25.0～3000 ～3499 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0

※25.0
～2950 ～3456 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0 ※25.0
～1880 ～2603 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0

PB12.5+岩綿12 PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

～1340 ～1614 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0 ※25.0

21.7
PB12.5+岩綿12 PB12.5

※ﾌﾞﾚｰｽ相互の離れを5ｍ程度とし、上限を25㎡とする。

～2950 ～3456 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0 ※25.0

①-2　追加野縁受け　　2本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5

　　　　ﾌﾞﾚｰｽ補強設置要領及び諸資料

「水平震度1.0G」「吊りﾎﾞﾙﾄ間隔900㎜」の場合

　　　　　　MCﾌﾞﾚｰｽⅡ仕様　【ﾎﾞｰﾄﾞ仕様・ﾌﾄｺﾛ限度別ﾌﾞﾚｰｽ負担可能面積一覧表 - ①】

①-1　追加野縁受け　　0本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

16.9 ※25.0 21.7～2020 ～2706 8.0 9.8

 ﾌﾞﾚｽﾊﾞｰ(C-25×25×5×1.0)

 C-40×20×10×1.6

～1500 ～1749 8.0 9.8 16.9 ※25.0

16.9 ※25.0 21.7～3000 ～3499 8.0 9.8 C-45×30×10×1.4

①-3　追加野縁受け　　4本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5 PB12.5+岩綿12 PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

※25.0
～1500 ～1749 14.3 17.7 ※25.0 ※25.0 ※25.0
～1280 ～1565 15.8 19.8 ※25.0 ※25.0

～2820 ～3346 14.7 18.5
～3000 ～3499 14.2 17.5 ※25.0 ※25.0

※25.0 ※25.0 ※25.0
※25.0

21.7

　　　　　　MCﾌﾞﾚｰｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ仕様　【ﾎﾞｰﾄﾞ仕様・ﾌﾄｺﾛ限度別ﾌﾞﾚｰｽ負担可能面積一覧表 - ②】

②-1　追加野縁受け　　0本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5 PB12.5+岩綿12 PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

※25.0
PB12.5+岩綿12 PB12.5

～2020 ～2706 8.0 9.8
～3000 ～3499 8.0 9.8 16.9 ※25.0

16.9 ※25.0
21.7

②-2　追加野縁受け　　2本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

※25.0 ※25.0～3000 ～3499 13.3 16.4

※25.0

②-3　追加野縁受け　　4本

ﾌﾄｺﾛH
㎜

ﾌﾞﾚｰｽ材　 ﾎﾞｰﾄﾞ仕様

種　類 長さ(㎜) PB12.5+PB12.5 PB12.5+岩綿12 PB12.5 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ9.5 ｹｲｶﾙ板6

～1880 ～2603 13.3 16.4 ※25.0 ※25.0

※25.0

※25.0
～2590 ～3154 18.6 23.0 ※25.0 ※25.0 ※25.0
～1500 ～1749 18.6 23.0 ※25.0

～2730 ～3270 18.6 23.0 ※25.0 ※25.0
※25.0 ※25.0 ※25.0～2640 ～3195 18.6 23.0

※25.0

【100㎡当たり使用量一覧表】

ﾌﾞﾚｰｽ1組の負担面積
ﾌﾞﾚｰｽ材 MCﾌﾞﾚｰｽⅡ又は

MCﾌﾞﾚｰｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ
MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ

MCｸﾛｽ又は
MCｸﾛｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ種類 長さ 本数

※25.0 ※25.0 ※25.0～3000 ～3499 18.6 23.0

(200) ～ 160 (240) 60 (100)5 ㎡／組

別表参照

80 80 120
(120) 30 (50)10 ㎡／組 40 40 60 (100) ～ 80

(70) ～ 56 (84) 21 (35)15 ㎡／組 28 28 42
(60) 15 (25)20 ㎡／組 20 20 30 (50) ～ 40

※(　)内は追加野縁受けを設置した場合

(40) ～ 32 (48) 12 (20)25 ㎡／組 16 16 24

上記一覧表は、あくまで目安です。

設計水平震度や建築物の構造・階高等、各種条件によって使用部材やﾌﾞﾚｰｽ設置量は変わってきます。

より安全でﾛｰｺｽﾄな天井を施工する為には計算書による強度検討が必要ですのでｻﾝﾕｰ技術部までお問い

合わせ下さい。
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t1.2㎜

150個入

t1.6㎜ t1.6㎜

t2.3㎜ 500個入

120個入

t3.2㎜ t2.3㎜ t0.8㎜

t2.3㎜ 50個入 100個入

（ねじ200本付）

t2.0㎜

200個入

t3.2㎜ t1.2㎜

200個入 10本梱包

（確認ｷｬｯﾌﾟ付）

※備考： 1.適用長さは吊りﾎﾞﾙﾄの長さ・天井仕上げ材の重量により変わります。
2.部材選定は強度計算によります。

 ⊏-38x12x1.6 0.730 94.00 18,300 1,100 960 120 14.0 3.4
 ⊏-38x12x1.2 0.560 72.00 14,300 900 750 90 14.1 3.5

 □-60x30x1.6 2.130 271.20 125,000 42,500 4,160 2,830 21.5 12.5

 C-65x30x10x2.3 2.350 286.00 187,300 34,700 5,760 1,770 25.5 11.0
 C-65x30x10x1.4 1.480 195.00 130,400 24,800 4,010 1,260 25.8 11.2

 C-40×30×10×1.4 1.218 155.10 40,380 19,760 2,019 1,124 16.1 11.3

　【MCﾌﾞﾚｰｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ】 　【MCｸﾛｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ38】 　【ﾁｬﾝﾈﾙﾌﾘｰｸﾘｯﾌﾟ】

垂直方向最大 2,992N
水平方向最大 4,950N
斜め45度最大 4,758N

　【ﾋﾞｽ付ﾊﾝｶﾞｰ】 　【LG吊元ｽﾄﾛﾝｸﾞ】 　【MC-125R】

　　　　ﾌﾞﾚｰｽ補強材及びﾌﾞﾚｰｽ補強金具

【ﾌﾞﾚｰｽ補強金具一覧】

　【MCﾌﾞﾚｰｽⅡ】 　【MCｸﾛｽ】 　【MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ】

 許容耐力　517N
(野縁方向最大 2,358N)

80個入(Lは60個入)

(kg/m) (㎜2) Ix (㎜4) Iy (㎜4) Zx (㎜3) Zy (㎜3)

圧縮方向最大：1,290N
引張方向最大：1,580N

【ﾌﾞﾚｰｽ材断面性能表】

商品名
単位重量 断面積 断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ 断面係数 断面二次半径

ix (㎜) iy (㎜)

許容静荷重
鉛直方向
　引張 100kgf
　圧縮  60kgf(80kgf)
( )はCC-25を使用時

6.2
 ﾌﾞﾚｽﾊﾞｰ(C-25x25x5x1.0) 0.619 81.00 8,950 6,670 716 649 7.7 6.7
 ⊏-40×20×1.6 0.939 122.88 30,251 4,742 1,513 848 15.7

738 15.5 7.7 C-40×20×10×1.6 1.134 149.76 35,830 8,832 1,791

 C-45×30×10×1.4 1.240 159.00 53,900 19,100 2,390 1,010 18.4 10.9
 C-50×30×10×1.4 1.300 174.00 71,000 22,600 2,840 1,220 20.1 11.4

23.7 11.0
1,260 23.9 11.3

 C-60×30×10×2.3 2.280 276.00 155,200 33,700 5,170 1,750
 C-60×30×10×1.4 1.420 188.00 108,300 24,200 3,610

許容耐力 2,835N

(野縁方向最大 8,270N)

t2.3

t1.6

許容耐力 2,588N(1,987N)

最大圧縮荷重 7,352N(6,491N)

最大引張荷重 5,033N(3,964N)

※( )内はﾌﾞﾚｽﾊﾞｰ使用時

許容耐力 4,890N

(最大圧縮荷重 14,289N)

(最大引張荷重 11,755N)

t3.2

t2.3

許容耐力    963N

(最大荷重 2,092N)

MCﾌﾞﾚｰｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞ

MCﾌﾞﾚｰｽ･ｽﾄﾛﾝｸﾞL

確認ｷｬｯﾌﾟ

許容耐力 5,426N

(最大荷重 10,009N)

※C-100x50x20x2.3

   使用時
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ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げをｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板  ｔ8㎜とした場合

×

×

×

×

×

※1.仕上げﾎﾞｰﾄﾞの厚みが薄くなると野縁の間隔が小さくなる場合があります。

※2.吊りﾎﾞﾙﾄW3/8はﾌﾄｺﾛH600、W1/2はH850を超えると補強が必要。

※3.□-19×19×1.2で補強した場合はﾌﾄｺﾛH1800までとする。(H≧1500のとき、＠1800の水平振れ止めは別途必要）

対応ｸﾘｯﾌﾟ

　　　　MCｸﾘｯﾌﾟ耐風圧天井施工例　脱落防止天井

  国土交通省　公共建築工事標準仕様書(令和4年度)に基づく

設計風圧力　3,000 N/㎡仕様

ＭＣｸﾘｯﾌﾟ　0.8㎜使用

【風圧力別軽量鉄骨外部天井下地基本間隔一覧表】

CC-25 CS-25 CW-25
設計風圧力
（Pa,N/㎡）

吊りﾎﾞﾙﾄ間隔
（㎜）

野縁受け間隔（㎜） 野縁間隔（㎜）

25形ｸﾘｯﾌﾟ（従来品）
2000 900 900 900 182.0 227.5

303.01500 900 900 900 227.5

2500 900 × 750
900

3000
900 × 600

900

750 750

182.0

MCｸﾘｯﾌﾟ
ｔ0.8㎜

750 227.5 303.0

151.5

750 227.5 227.5

130.0 151.5

600 303.0 303.0

227.5182.0

750 × 600
7503500

750 750 750

4000 750 × 600
750

750

182.0 227.5

600 303.0 303.0

182.0 182.0

600 227.5 227.5

227.5

151.5 182.0

600 227.5 227.5

5000 600 600 600 227.5

4500 750 × 600

吊りﾎﾞﾙﾄ

MCSｸﾘｯﾌﾟ

0.8㎜

ﾋﾞｽ付きﾊﾝｶﾞｰ
MCWｸﾘｯﾌﾟ

0.8㎜
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ねじの選定方法

　　●ねじの長さ　=　板厚合計　+　10㎜以上

・ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ（なべ頭） M-PJ413

　　　　推奨ねじ一覧表

・ﾄﾞﾘﾙねじ(なべ頭)
　JISB1124：ﾀｯﾋﾟﾝねじのねじ山を
　もつﾄﾞﾘﾙねじ

4 x 16

※印は強度試験に使用したねじの為厳守すること。　

(下地を貫通して余長10㎜以上)

14 ﾋﾞｽ付きﾊﾝｶﾞｰ 2.0 1.6 3.6
5.5

12 MC-125R 1.2 1.6 2.8 ※ 4 x 13
13 3.2 2.3 ※LG吊元ｽﾄﾛﾝｸﾞ

11 ﾁｬﾝﾈﾙﾌﾘｰｸﾘｯﾌﾟ 同梱 0.8 1.6 2.4 ※ 4 x 13 2

4 MCｸﾛｽ 1.2 1.6～ 2.8～ ※ 4 x 13～ 2

6 MCｸﾘｯﾌﾟ(0.6)野縁受け側 0.6 1.2 1.8 ※ 4 x 13 1
5 MCｸﾘｯﾌﾟ(0.6)野縁側 0.6 0.5 1.1

3 MCｸﾛｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ 2.3 1.6～ 3.9～ ※ 4 x 16 6
2 MCﾌﾞﾚｰｽⅡ 1.6 1.2～ 2.8～ ※
1 MCﾌﾞﾚｰｽ・ｽﾄﾛﾝｸﾞ 2.3 1.6～ 3.9～

No. 商品名
板厚（㎜） 推奨ねじ

製品 相手方 合計 寸法（㎜）
※ 4 x 16 4

1

8 MCｸﾘｯﾌﾟ(0.8)野縁受け側 0.8 1.6 2.4 ※ 4 x 13 1
7 MCｸﾘｯﾌﾟ(0.8)野縁側 0.8 0.5 1.3 ※ 4 x 13 1

10 MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ(野縁受け側) 1.6 1.2 2.8～ ※ 4 x 13～ 1
9 MCｸﾘｯﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ(野縁側) 1.6 0.5 2.1 ※ 4 x 13 2

1

数量

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

ﾐﾆｼﾞｬｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

ﾄﾞﾘﾙねじ

ﾄﾞﾘﾙねじ

ﾄﾞﾘﾙねじ

ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ

ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ
ﾄﾞﾘﾙねじ

種類

4 x 16

4 x 13～ 2

2
4

※ 4 x 13
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取扱事故防止のため下記事項をよくお読みの上、正しくご使用下さい。

１．

２．

３．

４．

５． 搬入時や保管時について次のような事項にご注意して下さい。

①

②

③

　

６． 附属金物について次のような事項にご注意して下さい。

①

②

ｸﾚｰﾝ荷揚げ等の運搬に際しては、布製平型吊りﾊﾞﾝﾄﾞを使用するなど製品の角や表面の損傷に注意して下
さい。また、製品の上に重い物を乗せないで下さい。

取り付け、取り扱いについては個別のｶﾀﾛｸﾞ、施工要領書を厳守して下さい。
(誤ったご使用は、事故の発生や製品強度を極端に低下させる恐れがあります)

取り付けや固定に使用するﾋﾞｽ類に、種類・長さ等指定がある場合は必ず指定通りのﾋﾞｽをご使用くださ
い。また、ﾋﾞｽの止め方や本数についても仕様を厳守して下さい。(指定以外のﾋﾞｽを使用した場合及び仕
様以外の止め方をした場合、表示してある強度の保証は出来ません)

日本鋼製下地材工業会発行 「建築用鋼製下地材（壁・天井）取扱注意事項」より抜粋・追加

製品は、地面に直接置かないで平らなところにかい木をして水平に置き、積み重ねる場合は間木を施して
荷崩れを起こさないように置いて下さい。

搬入時、鋼製下地材は滑りやすいので、資材の落下やずり落ちが起きぬよう事前の対策を充分にたて、ｹｶﾞや
腰痛の防止を行ってください。（現場での小運搬は無理のないようご注意下さい。）

鋼材の切り口は鋭利であり、また、切断時にはﾊﾞﾘも生じやすいので手を傷つけないようにして下さい。（皮
革製の保護手袋を着用して下さい。）

素手による取扱い、または素肌の露出部はｹｶﾞをするおそれがありますのでご注意下さい。（素肌はなるべく
さけるような服装にして下さい。）

梱包用ｽﾁｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞおよび針金等の切断時のはねあがり等によるｹｶﾞが生じますのでご注意下さい。（梱包をと
く場合は状況判断して作業して下さい。）

原則として、屋内の湿気をよばない場所に保管して下さい。（やむを得ず屋外に置く場合には防水ｼｰﾄ等
をかけて下さい。）

！ 取扱注意事項
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ｻﾝﾕｰ技術部では耐震提案や耐風圧計算など各種強度試算を承っております。

年間数百件のご依頼実績があり、安全で安心できる室内空間を施工するためにきめ

細やかな対応と細部に亘る試算やさまざまなご提案をさせていただいております。

鋼製下地材の強度試算が必要な際はｻﾝﾕｰ技術部までお問い合わせください。

      事業所一覧

○本 社 〒160-0015 東京都新宿区大京町23-3 四谷ｵｰｷｯﾄﾞﾋﾞﾙ3F

    代表(管理本部)       TEL 03-4334-9350  /  FAX 03-4334-9360

内装工事事業部 TEL 03-4334-9351  /  FAX 03-4334-9361

建材販売部 TEL 03-4334-9353  /  FAX 03-4334-9363

ﾘﾆｭｰｱﾙ部 TEL 03-4334-9352  /  FAX 03-4334-9362

技術部    TEL 03-4334-9354 / FAX 03-4334-9362

労務安全部                TEL 03-4334-9351  /  FAX 03-4334-9361

経営企画室 TEL 03-4334-9354 / FAX 03-4334-9362

○大阪支店 〒550-0012 大阪府大阪市西区立売堀1丁目4-10 四ツ橋ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ2F

代表(総務課)         TEL 06-6539-0260  /  FAX 06-6539-5801

内装工事部   TEL 06-6539-0220 /  FAX 06-6539-5801

内装・設計            TEL 06-6539-0230 /  FAX 06-6539-5801

建材販売課 TEL 06-6539-0250  /  FAX 06-6539-5800

○札幌支店 〒060-0809 北海道札幌市北区北9条西3丁目10-1 小田ﾋﾞﾙ8F

代表(総務課)         TEL 011-624-6192  /  FAX 011-624-6193

内装工事事業部 TEL 011-624-7393  /  FAX 011-624-7394

建材販売部 TEL 011-624-7395  /  FAX 011-624-7396
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